
東邦大学 理学部 （特別講座：公益社団法人 日本化学会 共催）

2023 年度2023 年度

東邦大学理学部では、毎年夏休み期間中に高等学校の先生方を対象とした科学教室を開催しています。

本年は、理学部全学科（化学、生物、生物分子、物理、情報、生命圏環境、教養）理学部全学科（化学、生物、生物分子、物理、情報、生命圏環境、教養）から、9 つの専門9 つの専門

講座講座と公益社団法人 日本化学会共催の特別講座特別講座をご用意しました。奮ってご参加ください。
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■ 申込⽅法 （締切 7/21・⾦）
☜ 申込フォーム（Google form）からお申し込みください。
https://forms.gle/rMxgHaTE8UcikwBE8
ご質問は 2023sci@ml.toho-u.jp にメールでお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症の感染状況により、講座内容を変更・中⽌する場合がございますのでご了承ください。！
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(⽉)

⑧ 鮮⿂で⾒つかる寄⽣⾍ -アニサキスで知る⽣物の共⽣-
魚の寄生虫アニサキスを教材にした解剖実習で、アニサキスの共生生態や、
人への感染防除、アニサキスを見つけやすい魚種も知ることができます。汚
れても良い服装か白衣をお持ちください。

13:00~16:00 定員 25 名
脇 司 （⽣命圏環境科学科・准教授）

⑥ 細胞⾻格の観察
ファロイジンは環状ペプチドの一つで、細胞骨格であるアクチン繊維に結
合します。蛍光標識したファロイジンを用いて培養細胞のアクチン繊維を
蛍光顕微鏡で観察します。

10:00~16:00 定員 8 名
古倉 健嗣 （⽣物分⼦科学科・准教授）

顕光と色に関する身近な事例を取り上げて、顕微鏡での液晶画面の拡大や
簡易分光器での太陽光のスペクトル観察から光の三原色について、暗記シ
ートやプリンタインクの発色から色の三原色について解説します。

③ 光と⾊の化学
13:00~16:00 定員 20 名
森⽥ 耕太郎 （化学科・准教授）

⑦ 情報漏洩リスクを減らす安全かつ使いやすいパスワード管理法
危険なパスワードから学校を守る方法を学ぼう！本講座では最新研究を紹
介し安全かつ使いやすい管理策を議論します。

13:00~16:00 定員 24 名
⾦岡 晃 （情報科学科・教授）

④ DPPH法による⾷品の抗酸化能測定
DPPH ラジカルが抗酸化物質により一電子還元され非ラジカル種 
(DPPH-H) になると 517nm の吸光度が減少することより、抗酸化能を測
定することができます。

13:00~16:00 定員 24 名
松本 紋⼦ （⽣物学科・准教授）

② 超伝導体をつくる
超伝導体は電気抵抗がゼロになる不思議な物質で、MRI やリニアモーター
カーなどにも利用されています。本講座では、超伝導の性質や超伝導体の合
成方法について解説を行います。

13:00~16:00 定員 6 名
⾚星 ⼤介 （物理学科・教授）

⑤ 動物学のデータサイエンス：動物の体の⼤きさに⾒られる⾃然法則
Excel を使って動物の体の大きさに関するビッグデータ解析を行います。初
歩的なデータサイエンス技術にふれるとともに、動物の大きさに関する自
然法則を視覚的に理解することを目指します。

10:00~16:00 定員 12 名
⼩沼 順⼆ （⽣物学科・准教授）

⑨ プラズマボールの製作
不思議な光を放つプラズマボールを、電気回路や原子スペクトルなど物理
の知識を用いて自作に挑戦します。なるべく専門的な装置を用いず、高校で
も再現できるものを目指します。

13:00~16:00 定員 15 名
古川 武 （物理学科・准教授）

中⾼理科（化学）授業に役⽴つ研修会
講演　「米国におけるインクルーシブ教育と化学カリキュラムに必要な
Diversity （多様性）, Equity（公平性）, Inclusion（包括性）」
コロラド州立大学理学部化学科 准教授 中村 晶子 先生

9:30~13:00
今井 泉 （教養科・教授） 監修
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① ハーシーとチェイスの実験の再現
バクテリオファージが大腸菌に感染するときの DNA とタンパク質のふる
まいを放射性同位元素により追跡したハーシーとチェイスの実験を比較的
簡単な実験器具で再現します。

10:00~16:00 定員 16 名
藤崎 真吾 （⽣物分⼦科学科・教授）

☜ 詳細および申込⽅法等は研修会専⽤サイトをご覧ください。

■ 詳細情報
東邦⼤学理学部ホームページの専⽤サイトで講座の詳しい内容や ☞
定員に達して受付が終了した講座を確認できます。
https://www.toho-u.ac.jp/sci/event/teacherclass_sci2023.html

会場 ： 東邦⼤学 習志野キャンパス（千葉県船橋市三⼭２−２−１） ☞

お待ちしています！

実験研修　「どのように生徒に研究指導をすることが必要か」
東京都立小石川中等教育学校 部活動指導員（元都立高校教諭） 土屋 徹 先生
　講義：研究の基礎トレーニング・いろいろな金属樹つくりの実験・生徒
　　　　の研究の紹介
　実習：金属の反応を調べる実験、金属樹つくりの実験をやってみよう。

■ 詳細情報・申込⽅法
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